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第１回定例会（2024年３月議会） 2月26日
▼ 

3月5日令和６年度予算可決

自
主
財
源
　49.6％

　　　

一般会計
歳　入

100億800万円

町税
31億42万円
31.0%

地方交付税
20億9,300万円

20.9%

国庫支出金
7億9,642万円
8.0%

県支出金
7億563万円
7.0%

地方消費税交付金
5億5,900万円　5.6%

地方譲与税、地方特例交付金など
3億1,951万円　3.2%

町債
　5億7,170万円

5.7%

繰越金   1億4,500万円　1.4%
分担金及び負担金、財産収入など

　1億151万円　1.0%

寄附金   
4億1,369万円　4.1%

諸収入   
3億3,690万円　3.4%

繰入金
7億9,637万円

8.0%

使用料及び手数料　
6,885万円　0.7%

依
存
財
源

　50.4
％

　

一般会計
歳　出

100億800万円

農林水産業費
7億4,997万円
7.5%

衛生費
6億8,918万円

6.9%

消防費   
3億7,740万円
3.8%

予備費   
3,002万円
0.3%

議会費   
7,972万円
0.8%
商工費   
7,524万円
0.7%

民生費
30億4,255万円

30.4%

公債費
8億922万円
8.1%

土木費
9億3,264万円

9.3%

総務費
17億9,817万円

18.0%

教育費
14億2,389万円

14.2%

条例改正………………………………………… 6件
町道の路線認定…………………………………１件
令和5年度補正予算……………………………… 8件
令和6年度予算…………………………………… 9件
林野組合議会議員選…………………………… 2件

〇教育長の任命同意
　髙橋　利行（大野町）　再任
〇教育委員の任命同意
　河村　安泰（願成寺）　再任
〇人権擁護委員の推薦
　野村　政光（上田）　再任
　度會　𠮷𠮷𠮷（田𠮷）　𠮷任

審議された議案人事案件

※農業集落排水事業特別会計・公共下水道事業特別会計は廃止し事業会計に。

一般会計	 100 億 800万円	（前年当初比 4.6％増）
特別会計〈5 会計〉 29 億 1,800 万円	（前年当初比 0.1％減）

（万円）

事業会計 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水　　　　道 38,453 32,989 61,726 74,714

農業集落排水 47,913 31,643 196 16,466

公共下水道 71,046 55,368 13,823 29,501

令和6年度一般会計当初予算　 ※表示未満切捨
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◎条例改正

・監査委員条例の一部改正　地方自治法改正にともなう条ずれの改正
・消防団員等公務災害補償条例の一部改正　補償基準額の引き上げ
・水道事業給水条例の一部改正　条文中「厚生労働省令」を「国土交通省令」に改める。
・手数料条例の一部改正　手数料に電子証明が追加された。
　　　　　　　　　　　　戸籍電子証明書提供用識別符号の発行 400円 /件
　　　　　　　　　　　　除籍電子証明用識別符号の発行 700円 /件
・�小学校及び中学校の設置等に関する条例の一部改正　
　　�中学校の所在地を昭和 60年 3月 19日の換地処分通りに変更する。
　　草深 313番地➡草深 485番地の 1
・上水道事業の設置等に関する条例等の一部改正　公営企業会計へ移行するための改正
　　上水道事業の設置➡水道事業及び下水道事業の設置等
　　下水道条例の一部改正など下水道関連条例の「規則で」を「町長が」に改める。
　　〇�池田町職員定数条例の一部改正　町長の事務部局の定数を「160人」を「157人」に改め、公営

企業の事務部局の定数を「4人」から「7人」に改める。
　　〇公共下水道基金条例、農業集落排水事業特別会計条例、公共下水道事業特別会計条例は廃止。
・町道の路線認定　東町地内の住宅開発に伴う路線を池野９１号線として認定。

◎補正予算　令和 5 年度  一般会計補正予算（第 10 号）

◎令和 6 年度予算の新規事業等

・物価高騰対応重点支援給付金（均等割のみ課税世帯）730世帯　10万円 /世帯� 7,300万円
・物価高騰対応重点支援給付金（こども加算）810人　5万円 /人� 4,050万円
・物価高騰対応重点支援給付金（新たな非課税等世帯）477世帯　10万円 /世帯� 4,772万円

小型動力ポンプ積載車購入� 1,100万円� 防災メール　活用事業� 178万円
タクシー助成事業� 1,632万円� 池田東地区公園整備事業� 1億 6,818万円
子ども食堂・こども宅食支援事業� 180万円� 夏休み英語合宿事業委託金� 304万円
体育館空調設置設計委託費（４小学校）� 600万円� 脱炭素化 LED整備（八幡・西公民館）�1,716万円
養老線支援事業� 1億 5,631万円
　（内通学定期券助成事業　大学生等に拡大1,197万円）

◎議案

・選挙　　　　　　　　　　　4件　　　・選任同意　　　　　　　　4件　　
・委員の推薦　　　　　　　　4件　　　・監査委員の選任同意　　　1件
・専決処分事項の報告　　　　4件　　　・令和６年度一般会計補正予算（第 1号）

◎主な繰越明許となった事業　令和 5 年度  一般会計補正予算（第 11 号）

・第三者調査委員会運営事業� 240 万円� ・物価高騰対応重点事業� 1 億 7,100 万円

◎補正予算　令和 6 年度  一般会計補正予算（第 1 号）

・池田中学校職員室空調設備更新� 341 万円

◎専決処分事項

・税条例の一部変更　能登半島地震災害に係る雑損控除等の特例など
・国民健康保険税条例の一部改正　後期高齢者支援金の限度額の変更（22万円から 24万円）
・下水道条例の一部改正　デジタル化の進展に伴い字句等の変更

臨時会報告　第1回臨時会　（4月1日）
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氏名　大西　照彦
住所　�池田町上田

588番地の5
年齢　70才
職業　無職
政党　無所属

趣味　野球・卓球
抱負　�笑顔で暮らせる　明るく元気

に　希望があふれる　
　　　�住みたい・戻りたい・住み続

けたいまちづくりを目指しま
す。

氏名　八田　隆士
住所　�池田町八幡

377番地の2
年齢　59才
職業　IT 企業社員
政党　無所属

趣味　刃剣鑑賞
抱負　�新人議員らしく、清く、正し

く、真っ直ぐに町政に臨みま
す。

　　　�少しでも、みなさまのお役に
立てる様頑張ります。

氏名　重綱　秀次
住所　�池田町片山

1620番地の1
年齢　58才
職業　電気工事業
政党　無所属

趣味　旅行
抱負　�安心安全な街づくり、青少年

健全育成、町民の皆様にも
しっかりとしたご意見を頂き
住み良い街づくりを考えてお
ります。

氏名　林　孝英
住所　�池田町八幡

1794番地
年齢　63才
職業　無職
政党　無所属

趣味　�自転車（ヒルクライム・シク
ロクロス）

抱負　�豊かな自然環境を活用し、健
康を促進すると共に、地域の
連携の新しいあり方を考え
て、年を重ねても住みやすい
町を目指します。

氏名　森　政郎
住所　�池田町藤代

787番地
年齢　73才
職業　農業
政党　無所属

趣味　囲碁・将棋
抱負　�「安心・安全・絆」をモットー

に災害に強く、居心地が良い、
町民同士が助け合う「永続す
る池田町」をめざし全力を傾
注します。

議席番号 5

議席番号 1

議席番号 6

議席番号 2

議席番号 7

議　場

新議員紹介
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氏名　臼井　幹夫
住所　�池田町本郷

1368番地の4
年齢　72才
職業　飲食店役員
政党　無所属

趣味　スポーツ観戦
抱負　�私は 12 年という議員経験と

人生経験を活かし変革の時代
の「ファーストペンギン」に
なる決意で新たな池田町を共
に作ります。

氏名　岩谷　真海
住所　�池田町六之

井781番地
年齢　69才
職業　僧侶
政党　無所属

趣味　読書　ボランティア活動
抱負　�「優しさと幸せのまちづくり」

をテーマにだれもが・ふれあ
い・つながり・未来へ繋ぐ持
続可能なぬくもりがあふれる
まちを創造します。

氏名　河野　直人
住所　�池田町宮地

921番地の1
年齢　72才
職業　無職
政党　無所属

趣味　登山、魚釣り
抱負　�池田町の地域資源である山

林・道路・水路を整備開発し、
人を呼び込む魅力ある町づく
りを進めて、池田町の発展を
目指します。

氏名　野網　義一
住所　�池田町片山

2492番地
年齢　68才
職業　農業
政党　日本共産党

趣味　芝桜の栽培、歴史探求
抱負　�少子高齢社会に対応したまち

づくり。子どもから高齢者ま
で安心して暮らせるまち。災
害に強いまち。防災・減災に
努めます。

氏名　内藤　孝義
住所　�池田町田中

361番地の3
年齢　75才
職業　自営業
政党　無所属

抱負　�安心・安全な郷土づくりをめ
ざします。

議席番号 8議席番号 9

議席番号 3

議席番号 10

議席番号 4

議長・副議長の就任の挨拶議長・副議長の就任の挨拶
　4 月 1 日の臨時会におきまして、議員各位の選挙により議長、副
議長に就任させていただき、誠に身に余る光栄でございます。
　もとより浅学非才、微力な私たちでありますが、その重責を十分
認識し今まで以上に、円滑な議会運営に努めて、その使命達成と一
層開かれた議会となるよう最善の努力を尽くす決意であります。
　池田町を取り巻く行政課題は、人口減少に伴う少子高齢化、福祉
対策など山積しております。また、日本各地、世界中でも地震によ
る災害が頻発している中で、池田町の防災・減災についても改めて
対策を見直していくためにも、住民の皆様のご意見を伺い、真摯に
受け止め、更なる町政の発展に全力を尽くす所存であります。
　町民の皆様には、今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い
申し上げ、就任のご挨拶といたします。

監査委員の選任同意

臼井幹夫 副議長 重綱秀次 議長

大西照彦 議員

議　場
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毎
日
に
変
更
し
た
。
利
用
者

が
一
番
増
え
た
の
は
垂
井
駅

へ
の
運
行
で
あ
る
。

〇
温
泉
施
設
特
別
会
計

問
基
金
を
１
，
０
０
０
万
円

取
崩
し
て
い
る
が
、
基
金

残
高
は
い
く
ら
か
。

答
基
金
残
高
は
、
約
１
億
円
で

あ
る
。

◎
当
初
予
算

○
一
般
会
計

問
道
の
駅
の
郡
上
踊
り
は
大

盛
況
で
あ
っ
た
が
、
町
外

の
人
達
が
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。
趣
旨
は
町
外
の
人

達
に
池
田
温
泉
を
知
っ
て

も
ら
う
意
図
か
。

答
令
和
５
年
度
で
は
約
４
３
０

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
町
内
だ
け
で
な
く
、

町
外
の
方
に
も
来
て
も
ら
い
、

池
田
温
泉
を
知
っ
て
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
。

で
、
一
部
と
表
記
し
て
い
る
。

問
公
共
下
水
道
基
金
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
対
応
と
な

る
の
か
。

答
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
。

◎
補
正
予
算

〇
一
般
会
計

問
町
営
住
宅
の
退
去
す
る
時

の
確
認
は
。

答
家
財
道
具
等
を
撤
去
し
て
完

了
届
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て

か
ら
、
職
員
が
確
認
し
て
い

る
。

問
福
祉
バ
ス
利
用
者
数
が
10

月
か
ら
増
え
て
い
る
。
一

部
ル
ー
ト
を
変
え
た
の

か
。
ま
た
、
池
田
町
の
人

の
利
用
で
増
え
た
の
か
、

あ
る
い
は
垂
井
駅
送
迎

コ
ー
ス
で
増
え
た
の
か
。

答
ル
ー
ト
は
、
大
型
店
舗
や
、

整
形
外
科
な
ど
を
追
加
し
た
。

更
に
毎
週
火
、
金
、
土
、
日

曜
日
の
垂
井
駅
へ
の
送
迎
を
、

総
務
建
設
産
業
委
員
会

◎
条
例
改
正
等

〇
池
田
町
上
水
道
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
等
の
改
正

問
改
正
前
は
規
則
で
定
め
る

と
な
っ
て
い
る
。
改
正
後

は
町
長
が
定
め
る
と
あ
る

が
。

答
公
営
企
業
法
に
な
る
と
規
則

が
な
い
た
め
、
町
長
が
定
め

る
と
し
た
。

問
水
道
事
業
の
経
営
の
規
模

中
、
給
水
区
域
に
地
区
の

一
部
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
。

答
ふ
れ
あ
い
街
道
か
ら
下
の

区
域
が
経
営
区
域
で
あ
る

が
、
一
部
に
、
ふ
れ
あ
い
街

道
の
上
に
あ
る
大
津
谷
公
園

や
、
弓
削
寺
な
ど
が
あ
る
の

質疑
あれこれ

3月議会に上程された議案の中から
主な質疑を要約してお知らせします。

問
有
害
鳥
獣
で
被
害
が
あ
っ

た
農
作
物
の
金
額
や
面
積

は
。

答
令
和
４
年
度
の
被
害
報
告
で

は
、面
積
は
８
８
５
a
（
ア
ー

ル
）。
被
害
量
は
１
，
１
６
４

キ
ロ
。
金
額
は
５
７
１
，
０ 

０
０
円
で
あ
る
。

問
養
老
鉄
道
の
助
成
に
関
し
、

新
た
に
大
学
生
等
の
通
学

定
期
対
象
者
を
拡
大
し
定

期
助
成
と
な
る
が
、
通
学

が
県
内
、
県
外
も
対
象
と

な
る
の
か
。
ま
た
助
成
率

は
。

答
県
内
、
県
外
の
大
学
で
も
養

老
鉄
道
を
利
用
し
て
学
生
の

定
期
券
を
購
入
さ
れ
た
方
が

対
象
で
あ
る
。
助
成
率
は
１

／
３
を
予
定
し
て
い
る
。

問
池
田
山
麓
遊
歩
道
第
２
期

整
備
工
事
で
、
ル
ー
ト
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
ル
ー
ト
は
大
谷
か
ら
霞
間
ヶ

渓
ま
で
の
小
寺
地
区
を
整
備

す
る
。
全
線
開
通
し
て
か
ら

起
点
と
終
点
に
案
内
板
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
防
災
備
蓄
食
料
品
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
設
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
四
日
市
断
層
地
震
を
想
定
し

て
お
り
最
大
避
難
者
数
は
５
，

３
０
６
人
で
３
食
分
と
し
て

１
５
，
９
０
０
食
を
備
蓄
し

て
い
る
。

運行ルートが変更になった福祉バス

道の駅イベント　郡上おどり

定期助成が拡大した養老鉄道

防災倉庫の備蓄食料品
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問
公
民
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

取
替
工
事
の
今
後
の
予
定

は
。

答
令
和
５
年
度
は
東
公
民
館
、

令
和
６
年
度
は
八
幡
公
民
館
、

西
公
民
館
を
予
定
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
以
降
に
、
宮
地
、

養
基
、
中
公
民
館
の
す
べ
て

の
公
民
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
目

指
す
。

問
県
外
か
ら
も
講
師
と
し
て

き
て
い
る
。
達
人
に
学
べ

の
講
師
料
が
安
い
の
で
は

な
い
か
。

答
講
師
の
謝
金
以
外
に
も
材
料

費
や
必
要
経
費
と
し
て
参
加

料
を
取
っ
て
い
る
講
座
も
あ

り
、
全
額
講
師
に
渡
し
て
い

る
。
し
か
し
、
遠
方
か
ら
来

ら
れ
る
講
師
も
み
え
る
の
で

今
後
検
討
す
る
。

問
池
田
町
で
狂
犬
病
予
防
接

種
を
打
っ
て
い
な
い
件
数

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
登
録
数
に
対
し
て
接
種
率
は

82
・
８
％
で
あ
る
。
未
接
種

の
中
に
は
、
犬
が
死
亡
し
た

の
に
届
出
を
し
て
い
な
い
、

高
齢
や
病
気
で
接
種
出
来
な

い
犬
な
ど
も
あ
る
。

問
夏
休
み
英
語
合
宿
授
業
と

は
。

答
小
中
学
校
を
対
象
と
し
て
い

る
。
合
宿
自
体
は
し
な
い
が

一
日
英
語
漬
け
と
い
う
計
画

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー

〇
国
民
健
康
保
険

　特
別
会
計
予
算

問
特
定
検
診
受
診
率
は
低
い

が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
か
。

答
仕
事
を
休
ん
で
ま
で
受
診
す

る
人
は
少
な
い
。
少
し
で
も

受
診
率
を
増
や
す
た
め
に
未

受
診
者
に
は
勧
奨
ハ
ガ
キ
を

送
る
頻
度
を
増
や
し
、
出
来

る
な
ら
直
接
電
話
を
し
て
啓

発
し
て
い
き
た
い
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　特
別
会
計
予
算

問
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
数
と
普

通
徴
収
、
特
別
徴
収
の
割

合
は
。

答
加
入
者
は
約
３
，
８
０
０
人
。

そ
の
内
65
％
が
特
別
徴
収
。

35
％
が
普
通
徴
収
で
あ
る
。

◎
当
初
予
算

○
一
般
会
計

問
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

備
の
今
後
の
予
定
は
。
ま

た
４
小
学
校
体
育
館
空
調

設
置
委
託
料
と
は
。

答
中
学
校
体
育
館
は
設
計
委
託

を
発
注
し
て
進
め
て
お
り
、

令
和
６
年
度
に
工
事
発
注
し

完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
小

学
校
体
育
館
は
、
空
調
を
検

討
す
る
た
め
の
設
計
委
託
費

で
あ
る
。

民
生
文
教
委
員
会

◎
補
正
予
算

〇
一
般
会
計

問
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
は
、
中
学
校
の
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
と

い
う
こ
と
か
。

答
10
月
か
ら
休
日
部
活
動
は
学

校
の
先
生
か
ら
現
在
の
池
田

町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
母
体
と
し
て
文
化
系
も

加
え
、
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
へ
移
行
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
移
行
の

検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
予
定
は
。

答
令
和
５
年
度
は
中
学
校
部
活

動
改
革
検
討
委
員
会
を
２
回

開
催
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

２
回
の
指
導
者
研
修
会
や
、

池
田
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
各
育
成
会
長
と
指
導

者
に
説
明
会
を
行
っ
た
。
令

和
６
年
10
月
か
ら
休
日
部
活

　
　
動
は
新
た

な
地
域
ク

ラ
ブ
活
動

へ
と
移
行

す
る
予
定

で
あ
る
。

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
温
知

小
学
校
が
テ
レ
ビ
会
議
を
利

用
し
て
交
流
す
る
試
験
的
な

授
業
も
や
っ
て
お
り
、
日
常

的
に
英
語
に
触
れ
る
こ
と
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

　問
地
域
ク
ラ
ブ
移
行
に
伴
い

指
導
者
へ
の
謝
金
は
。

答
平
日
は
１
ク
ラ
ブ
で
１
回
あ

た
り
１
，
０
０
０
円
で
２
名

ま
で
。
休
日
活
動
は
１
回
あ

た
り
１
，
５
０
０
円
で
２
名

ま
で
あ
る
。
指
導
者
、
育
成

会
に
は
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

問
令
和
６
年
度
の
通
学
路
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
の
状
況

は
。

答
八
幡
小
学
校
校
区
内
で
15
基

を
設
置
予
定
で
あ
る
。
設
置

場
所
の
選
考
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

保
護
者
、
見
守
り
隊
、
区
長

と
相
談
す
る
。

問
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

無
料
で
な
く
な
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
料
金
が
高
額
と

な
る
が
。

答
国
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か
動
向
を
み
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
く
。

3 月に配布された周知文書

温知小学校テレビ会議

通学路防犯カメラの設置
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一 般 質 問

　
全
国
各
地
で
地
震
、
風
水
害
等

の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

方
々
が
被
災
を
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
自
然
災
害
は
時
と
場
所

を
選
ば
ず
私
た
ち
に
襲
っ
て
来
ま

す
。

　
さ
ら
に
近
年
の
自
然
災
害
は
地

球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
地
域

防
災
計
画
を
は
る
か
に
超
え
た
想

像
以
上
、
想
定
外
の
災
害
が
多
く

発
生
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
の
住
む
池
田
町
に
お
い

て
も
、
自
然
災
害
に
対
す
る
対
策

を
見
直
す
時
期
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
今
年
の
１
月
の
能
登
半
島
地
震

を
は
じ
め
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大

地
震
や
激
甚
化
す
る
風
水
害
に
対

す
る
備
え
、
防
災
・
減
災
対
策
は

町
政
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
池
田
町
は
、
地
域
防
災
計
画
に

沿
い
、
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進

し
て
い
る
が
、
今
後
の
ハ
ー
ド
事

業
と
し
て
の
事
前
防
災
対
策
と
ソ

フ
ト
事
業
対
策
を
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

重綱秀次 議員

池田町の災害に対する備え、
減災、情報収集対策について

能登半島地震を受けて

町

　長

　
防
災
対
策
で
ハ
ー
ド
面
の
対
応

と
し
て
は
、
公
共
施
設
は
当
然
第

一
次
避
難
所
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
耐
震
化
の
調
査
も

終
わ
っ
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
面
の
対
応
と
し
て
は
、

今
回
の
教
訓
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避

難
所
で
の
運
営
関
係
に
つ
い
て

も
、
組
織
体
制
、
自
治
組
織
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
し
て
い
る
。

　
池
田
町
の
災
害
時
に
お
け
る
情

報
収
集
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
ア

プ
リ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ア
プ
リ

を
使
い
、
お
互
い
に
情
報
共
有
を

即
座
に
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
特
に
昨
年
の
４

月
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
面
で
消
防
の

訓
練
も
形
態
を
変
え
て
、
現
場
に

即
し
た
対
応
の
訓
練
を
し
て
い

る
。
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一 般 質 問

「
①�

大
人
が
担
う
べ
き
家
事
等
を

子
供
が
担
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

②�

親
が
高
齢
化
し
収
入
減
や
病

気
等
で
孤
立
す
る
８
０
５
０

問
題
」
に
つ
い
て
、
実
態
と

相
談
窓
口
等
は
。

　
町

　長

①
昨
年
12
月
に
中
学
２
年
生
と
、

15
歳
か
ら
18
歳
の
高
校
生
等
に

調
査
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
答

え
た
生
徒
が
、中
学
生
で
５
人
、

高
校
生
等
で
４
人
い
た
。小
学
生

家
庭
で
も
１
件
あ
り
対
応
中
。

　
相
談
窓
口
は
、
健
康
福
祉
課
。

新
設
の
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
対
応
し
て
い
く
。

②
15
歳
か
ら
64
歳
の
池
田
町
人
口

１
万
４
，
１
６
０
人
中
22
名
と

推
測
。
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
出

て
き
て
い
る
。

町
と
し
て
民
生
委
員
や
地
域
と

相
談
し
、
既
設
の
関
係
部
署
が

相
互
に
連
携
を
と
り
支
援
を
進

め
て
い
く
。

　
昨
年
７
月
の
８
０
０
万
円
議
決

９
月
の
契
約
以
降
報
告
が
な
い
。

日
程
と
予
算
増
額
は
。

　
副
町
長

　
県
弁
護
士
会
推
薦
弁
護
士
が
内

容
や
方
針
を
決
定
し
調
査
中
。
非

公
開
だ
が
、
今
年
度
中
の
調
査
終

了
を
要
望
。

　
補
正
予
算
が
組
ま
れ
な
か
っ
た

の
で
、予
定
通
り
と
受
け
取
め
る
。

29
キ
ロ
、
14
～
15
％)

。
下
水

は
昭
和
56
年
の
新
耐
震
基
準
を

適
用
、
施
工
時
に
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
済
。
公
共
施
設
毎
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
合
わ
せ
て
44

基
設
置
し
緊
急
時
に
活
用
。

　
液
状
化
リ
ス
ク
は
杭
瀬
川
沿
に

あ
る
が
、
礫
層
で
地
盤
が
固
く

陥
没
は
少
な
い
。
広
海
橋
、
新

八
幡
橋
、
更
田
橋
、
粕
川
大
橋

は
耐
震
対
策
済
。
15
メ
ー
ト
　ル

　
以
上
の
町
内
橋
梁
等
は
調
査

済
。

　
防
災
計
画
に
災
害
用
井
戸
が
未

記
載
だ
が
町
内
井
戸
は
把
握
済

み
で
、
今
後
検
討
。

②
非
耐
震
化
率
は
耐
震
基
準
以
前

の
４
，
０
１
６
棟
（
う
ち
木
造

　
が
３
，４
９
２
棟
）で
41
％
。
空

き
家
は
２
月
末
現
在
で
３
８
４

軒
。
未
管
理
の
40
軒
ぐ
ら
い
が

所
有
者
不
明
に
な
る
。
令
和
６

年
度
に
空
き
家
調
査
を
予
定
。

③
家
の
一
部
シ
ェ
ル
タ
ー
化
支

援
策
は
、
制
度
化
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
職
員
応
援
体
制
や

見
舞
い
制
度
も
考
え
て
い
く
。

１
９
５
名
の
職
員
中
、
町
外
職

員
は
40
％
。

「
①�

イ
ン
フ
ラ
耐
震
度
、
災
害

用
井
戸
の
防
災
計
画
記
載

②�

非
耐
震
化
率
、危
険
家
屋
対
策

③�

家
屋
の
一
部
シ
ェ
ル
タ
ー

化
や
耐
震
化
補
助
、
被
災

職
員
対
策
」
を
質
問
。

　
町

　長

①
水
源
地
は
耐
震
診
断
済
で
、
震

度
５
程
度
に
対
応
。
震
度
７
対

応
は
財
政
的
に
厳
し
い
。
重

要
施
設
へ
の
管
路
は
震
度
７

程
度
に
適
合 (

２
０
５
キ
ロ
中

森　政郎 議員

能登半島地震を受けて

震度７を記録した能登半島地震は東日本大震災に匹敵、
液状化や上下水道・道路寸断等のインフラ破壊で
再建にめどが立っていない。
大地震時に池田山断層との連動も憂慮される。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
８
０
５
０
問
題

第
三
者
委
員
会
の

　
　
　
報
告
日
程

道路被害の状況（町派遣職員撮影）

池田町内の建物（令和 4年 12月末）
建築時期 建物数（うち木造）

1981年5月31日以前 4,016棟（3,492棟）

上記〜1999年（震度5対応） 3,158棟（2,407棟）

1999年以降（震度7対応） 2,463棟（2,106棟）

不明 45棟

合計 9,682棟（8,005棟）

補助金で耐震診断147軒(改修20軒) ブロック塀改修61件
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一 般 質 問

　
最
近
、
学
童
保
育
を
申
し
込
ん

で
も
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

　
学
童
保
育
指
導
員
は
令
和
４
年

度
ま
で
65
歳
に
な
っ
た
ら
シ
ル

バ
ー
か
ら
の
派
遣
で
仕
事
を
続
け

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
令
和
５
年

度
か
ら
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
と
し
て

は
責
任
が
重
す
ぎ
る
と
そ
の
道
を

た
た
れ
、
65
歳
で
働
け
な
く
な
っ

た
。

　
学
童
の
指
導
員
は
募
集
し
て
も

な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
近
隣
市
町

で
は
65
歳
以
上
で
も
働
い
て
い
る

方
が
多
い
、
賃
金
も
池
田
町
よ
り

高
い
。

　
池
田
町
で
働
け
な
く
な
っ
た
人

が
近
隣
市
町
で
働
く
ケ
ー
ス
も
み

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
職
場
で
、
派
遣
の

人
と
池
田
町
採
用
の
人
と
の
賃
金

格
差
が
あ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
る
。
　

　
65
歳
を
過
ぎ
て
も
気
力
・
体
力

の
あ
る
人
は
採
用
す
べ
き
。

町

　長

　
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
、
シ
ル
バ
ー
か
ら
の
派
遣
を

受
け
入
れ
て
き
た
が
、
令
和
５
年

度
か
ら
派
遣
を
や
め
た
。

　
池
田
町
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
が
非
常
に
多
く
ス

ペ
ー
ス
も
不
足
し
て
い
る
の
が
実

態
。
指
導
員
も
不
足
し
て
い
る
。

　
今
後
は
人
材
確
保
が
非
常
に
難

し
い
と
考
え
、
65
歳
以
上
の
方
も
、

意
欲
や
健
康
状
態
を
ふ
ま
え
任
用

す
る
。

　
職
員
間
で
の
不
公
平
感
が
出
な

い
よ
う
今
後
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

　
３
年
前
に
補
聴
器
助
成
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
は
36
、
今
年
１
月

時
点
で
２
３
８
に
増
加
。

　
岐
阜
県
で
も
７
市
町
村
に
増
え

て
い
る
。
補
聴
器
の
２
分
の
１
補

助
で
、
限
度
額
が
４
～
５
万
円
。

　
助
成
を
し
て
い
る
自
治
体
で
は

「
認
知
症
及
び
フ
レ
イ
ル
予
防
し
、

積
極
的
な
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
」「
高
齢
者
の
集
ま
り
の
場
へ

の
参
加
や
外
出
時
の
車
の
往
来
に

対
す
る
安
全
な
外
出
を
支
援
」
す

る
と
し
て
制
度
化
し
て
い
る
。
　

　
ぜ
ひ
池
田
町
で
も
補
聴
器
購
入

に
補
助
と
そ
の
前
提
で
あ
る
聴
力

検
査
を
実
施
さ
れ
た
い
。
　
　
　

　町
　長

　
補
聴
器
の
相
談
員
の
資
格
を

持
っ
た
医
療
機
関
は
揖
斐
郡
で
は

池
野
の
　
み
み
・
は
な
・
の
ど
オ

レ
ン
ジ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
み
、
大
垣

で
は
９
施
設
あ
る
。

　
聴
力
検
査
の
導
入
は
、
防
音
対

策
や
、
専
門
医
な
ど
確
保
等
課
題

が
あ
る
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
地

域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
笑
顔
で
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
相
談
員
や
認

定
補
聴
器
の
技
術
者
の
方
を
含
め

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

野網義一 議員

希望者全員を受け入れる学童保育
学童指導員・スペースの確保を

加
齢
性
難
聴
者
の

　
　補
聴
器
購
入
に
補
助
を

近隣町における指導員の年齢分布
大 野 町 33人中 21人が 65歳以上

揖斐川町 20人、50〜 74歳まで、平均 65.6 歳

神 戸 町 25人中 3人が 65歳以上、30〜 70代

池 田 町 26人、52〜 65歳

㊟神戸町は令和 6年度より民間委託しま
すが現在学童で働いている人は優先雇用
されます。

補聴器補助をしている自治体の実績
対象者 補助率 限度額 R5年度

飛 騨 市 65歳以上 1/2 4 万円 17件

輪之内町 65歳以上 1/2 4 万円 16件

白 川 村 65歳以上 1/2 5 万円 1件

海 津 市 66歳以上 1/2 4 万円 37件

岐 南 町 65歳以上 1/2 4 万円 28件

高 山 市 65歳以上、住民税非課税世帯 1/2 5 万円 46件

関　　市 65歳以上、住民税非課税世帯 1/2 4 万円 30件
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一 般 質 問
	 池田町議会常任委員会等名簿	 【令和 6 年 4 月 1 日　改訂】

◎委員長　○副委員長

名称 定数 氏名

議 長 1 　重綱秀次

副 議 長 1 　臼井幹夫 

監 査 委 員 1 　大西照彦 

総 務 建 設 産 業 委 員 会 10
◎野網義一　○河野直人　　岩谷真海　　臼井幹夫 
　森　政郎　　重綱秀次　　大西照彦　　内藤孝義 
　林　孝英　　八田隆士

民 生 文 教 委 員 会 10
◎臼井幹夫　○内藤孝義　　野網義一　　岩谷真海 
　森　政郎　　重綱秀次　　大西照彦　　河野直人
　林　孝英　　八田隆士

議 会 運 営 委 員 会 5
◎岩谷真海　○大西照彦　　野網義一 
　臼井幹夫　　森　政郎

公 共 施 設 整 備 検 討 特 別 委 員 会 10
◎岩谷真海　○林　孝英　　野網義一　　臼井幹夫 
　森　政郎　　重綱秀次　　大西照彦
　内藤孝義　　河野直人　　八田隆士 

議 会 改 革 特 別 委 員 会 10
◎森　政郎　○八田隆士　　野網義一　　岩谷真海
　臼井幹夫　　重綱秀次　　大西照彦　　内藤孝義 
　河野直人　　林　孝英 

議 会 広 報 編 集 委 員 4 ◎野網義一　○臼井幹夫　　大西照彦　　河野直人 

池 田 町 計 画 審 議 会 委 員 5
　野網義一　　岩谷真海　　臼井幹夫 
　重綱秀次　　内藤孝義

消 防 委 員 会 委 員 6
◎森　政郎　　野網義一　　大西照彦
　内藤孝義　　林　孝英　　八田隆士

国 保 運 営 協 議 会 委 員 6
◎大西照彦　○重綱秀次　　野網義一 
　河野直人　　林　孝英　　八田隆士

池 田 町 農 業 振 興 地 域
整 備 計 画 協 議 会 委 員

5
　岩谷真海　　森　政郎　　重綱秀次 
　内藤孝義　　河野直人

養 基 小 学 校 養 基 保 育
所 組 合 議 会 議 員

2 　臼井幹夫　　内藤孝義

揖 斐 広 域 連 合 議 会 議 員 4 　岩谷真海　　臼井幹夫　　重綱秀次　　大西照彦 

西 美 濃 さ く ら 苑 介 護 老 人 保
健 施 設 事 務 組 合 議 会 議 員

2 　重綱秀次　　臼井幹夫

道 の 駅 池 田 温 泉 出 店
テ ナ ン ト 審 査 会 委 員

6
◎岩谷真海　○重綱秀次　　野網義一
　森　政郎　　林　孝英　　八田隆士

注：道の駅池田温泉出店テナント審査会委員は 4 年任期　
　　その他は令和 6 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日までの 2 年任期




